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人
間
は
生
き
て
い

く
。

命
の

絶
え
る
ま
で
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望
み
の

灯
を
見
つ

め
て
い

る『
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中
派
不
戦
日
記
』
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庫
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父
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『
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『
魔

界
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を
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す

る
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帖

シ
リ
ー
ズ
で
一
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を
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扉

し
、
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』
『
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視
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多
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生

み
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し
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風
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郎

は

早
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別
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、
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育
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学

生

時

代

か
ら
受

験

勉

強

と

並

行

し

て
膨

大

な

読

書

を

重
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、
懸
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小

説
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稿
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は
じ

め
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青

年
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の
日

記
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年

刊
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さ
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、
戦
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貴

重
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の
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と
、
読

み
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し
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の
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さ
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え
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、
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中
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つ
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」
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た
「
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』
以
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、
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な

小

説

世

界

を

切

り

拓

き

、

続

々
と

作
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を

発
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し

て
い
き

ま
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。

卓

抜
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ア
イ

デ
ア
と

、
深

い
人

間

へ
の
ま

な

ざ

し

。
奇

想

の
も

と

に
は
、
歴

史

風

俗

、

医
学

知

識

の
蓄

え

が
あ

り

ま

し
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。
手

が

け

た
ジ
ャ
ン
ル
は
幅

広

く

、
推

理

小

説

、
伝

奇

小
説

、
歴
史

小

説

、
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筆

、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
日
記

と
多

岐
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わ
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。
そ
の
人

気

は
今

な
お
続

き
、

映

画

、
舞

台

、
漫

画

と
な

っ
て
、
世

界

中

で
愛

さ
れ

て
い
ま

す

。

本

展

覧

会

は
風

太

郎

の
生

誕

百

年

を

記

念

し

、
「
小

説

腹

案

集

」
や
日

記

、
書

簡

、
ス

ケ
ッ
チ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
愛
蔵

品

を

中

心

に
、
風
太

郎

の
生

涯

と
作

品

の
魅

力

を

辿

り

ま
す

。
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「山田風太郎全集」(講談社)全十六巻*

愛蔵の夏目漱石森鴎外宛書簡個人蔵

展示解説会 朗読会 『戦中派虫けら日記』より記念 講演会

「風太郎文学の奇想と普遍性」

●日時/4月16日(土)13時30分～15時(開場:13時)

●講師/谷口基氏(茨城大学教授)

●定員/80人当日先着順

●日時/5月8日(日)

13時30分～15時

(開場:13時)

●講師/当館学芸員

●定員/80人当日先着順

山田 風 太 郎 は、姫 路 で徴 兵 検 査 を受 けた日も克 明 な 日記 を

残 してい ました。その 様 子 を、学 芸 員 の 解 説 とともに鑑 費 します 。

●日時/5月14日(土)13時30分～15時(開場:13時)

●出演/音訳ボランティアグループサークルさえずり

●定員/80人当日先着順

ミステリ作家たちの横顔展in姫路
Q (  30人のミステリ作 家たちの描 いた"落描 き"が

同 姫路文学館に集結1i
時 青崎有吾 我 孫子武丸 綾 辻行人 有 泗川有泗 ― 持浅海 市 川S人

11  i1111111111111111稲明自剛,聰(●み、呻上駒障ζ1井上亨人;1大レ息司、大山誠1郎

(50音順 敬 称略)

●会期/4月16日(土)～6月5日(日)

●会場/南館さんがくキャラリー●観覧科/無料

当代を代表する人気ミステリ作家が、山田風太郎の魅力を、

「ミステリ作家たちの横顔展」を語り合う11

0日時/4月23日(土)14時～16時(開場13時30分)O会場/講堂(北館3階)

●定員/100人(申込抽選制)×当日は特別展観覧券をこ持参くたさい

ルーブパス停清水橋(文学館前) 日本城郭
研究センター

(市之橋文学館前) 瘍

山陽電鉄 通

彰國富奎Eコレクション(常設展)朗 曜. 休館

買
 O 姫路市立美術館 0費079-222-2288

春季特別展 姉 妹都市提携50周年

鳥取の美術工芸と民藝展 =品九,

謹 船 出・4術工舅・館 0 費079-267-0301

姫 路 文 学 館
日IMEJI cITY MusEりM oF LITERATuRE

〒670-0021姫路市山野井町84番地
TEL.079-293-8228

http://www.himejibun(Hakukan.jp/

ア・JR・山陽電鉄姫路駅より神姫バス9・10・17・18番のりば(一部停車しない系統があります。C確認ください〉で乗車6分「市
ク 之橋文学館前」下車、北へ徒歩4分。6番のりば城周辺観光ルーブバス乗車1D分「清水橋(文学館前)」下車、西へ徒歩3分セ
ス・ 山陽自動車道姫路東1.C.あるいは姫路西1.C.下車約20分・姫路パイバス中地ランブ下車約15分 0■O■口殴 QRを読み込んで簡単アクセス

姫路文学館公式アカウントで情報やつぶやきを発信中1

ご来館の際の注意 ● 新型コロナウイルス感染拡太防止のため、マスク着用等にご協力ください●展示会場の混雑を緩和するため、入場規制を行う場合があります●駐車場の台数

には限りがあります。公共交通機関のご利用にご協力ください●状況によト大変更が生じる場合がございます。最新情報を当館ホームページ等でご確認の上、ご来館ください


